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Abstract：The purpose of this paper is to shed light on one aspect of the introduction of the melodica into elementary 
school education in Japan, by clarifying the improvements that took place in the manufacturing process of melodicas 
during the 1960s and 1970s, focusing on articles and advertisements in music education magazines. After melodicas were 
first imported from Germany around 1961, musical instrument manufacturers in Japan also began to manufacture and 
improve them. Educators in elementary and junior high schools soon began using the melodica experimentally, praising 
its musical possibilities but demanding improvements in quality. 
   Musical instrument manufacturers immediately set out to improve the quality of the instrument in collaboration with 
elementary schools. As a result, in 1967, the melodica was approved as an educational tool by the Ministry of Education. 
Further, with an increase in the number of school children and the corresponding shortage of music rooms and 
equipment in elementary schools, when the Ministry revised its national curriculum guidelines in 1968 and stipulated the 
scope of “basic” education, the melodica was considered a useful instrument for the attainment of this basic education, 
and elementary school students throughout Japan were soon carrying their personal melodicas. This paper shows that 
musical instrument manufacturers played a large role in the process leading up to the widespread introduction of the 
melodica into elementary school education.
Keywords：melodica, elementary school education, music education magazines, musical instrument manufacture
1．研究の目的



































教育』第 3 巻第 1 号（1960 年 1 月）～第 9 巻第 3 号（1966
年 3 月）およびその後継誌である『音楽教育研究』（以
後，『教育研究』と称す）第 1 号（1966 年 5 月）～第 98














































































































楽教育』1965 年 2 月号には「けんばんハーモニカがもっ
とけんろうで音質，音色がよければ全児童にもたせて
音楽教育の効率をはかりたい」（5）とある。さらに，『音

















（1960 年 1 月～ 1966 年 3 月）の全 87 号と，後継雑誌『教














ズは，縦 10.3 ×横 14.7 ㎝（一部 10 × 13 ㎝）で一頁に二
社の広告が掲載されている 7。
内容については，広告のキャッチコピー「吹奏楽器
のニュー・フェースを ‼」（図 2），「学習効果 満点 ‼
の新製品」（図 3），「みんなに鍵盤楽器を ‼」（図 4）の
ように，国内で新しく開発された楽器をアピールする
ようなものが目立っていた。なお，1962 年と 1963 年
を除く他の号のグラビアページで多くを占めていたの
はハーモニカだった。
















































り組み，『教育研究』1970 年 8 月号には楕円形の吹き
口にしてタンギング奏法を容易にしたことが記されて








トンボ楽器のピアノホーンは f' から f’’’（2 オクター
ヴ）のソプラノの音域を備え，日本楽器のピアニカは
g から d’’’（2 オクターヴ半）のアルトの音域を有して
いた 9（この音域の楽器は後に「ピアニカ 36」と名付
けられて販売された）。また鈴木楽器のメロディオン











りにしていた。『教育研究』1966 年 2 月号には，先に
挙げた「ピアニカ 36」に加え，「ピアニカミニ」，「ピ
アニカ 22」，「ピアニカ 25」，「ピアニカ 32」，「ピアニ
カ 34」の 5 種類が掲載されている。なおピアニカの
後に付いている数字は鍵盤の数を表している。すなわ
ち「ピアニカ 22」は 22 鍵である。
当時，「教育楽器のアイドル」というキャッチコピー
で中心的に売り出していたのは，f’から f’’’の 2 オクター
ヴの「ピアニカ 25」だった。また，「ピアニカ 34」は
f から d’’’（2 オクターヴと 6 度）と広い音域をもち，「器
楽合奏からジャズまで広範囲のジャンル」に適用でき







月号には，新製品として f’ から f’’’ の「M-25」（ピアニ
カ 25 と同じ音域）と， g から a’’’ のアルトの音域を備
139







楽器では，『教育研究』1967 年 8 月号に初出されたヤ
マハのブランドの「ピアニカ 22」がそれにあたる（図
































2,800 円だったが，3 年後には 1,980 円に値が引き下げ
られている。ピアニカ 25 は，1966 年には 3,000 円で販
売されていたが，鈴木楽器「スタディ 25」の大幅な値




ば「ピアニカ 32」 は，1967 年 10 月には 3,800 円で販




























年 S－25 P－25 P－32 P－34 P－36
1962 － － － － 3,500
1966 2,800 3,000 3,800 4,500 3,800




1969 1,980 3,000 3,950 4,500 5,400
1970 1,980 2,000 3,950 4,500 5,400
（『器楽教育』および『音楽教育研究』に基づき，筆
















































































「児童数 1360 名，学級数 34 クラスのため，音楽室








ちが増え現在 3 年生～ 6 年生の全員が持つようになっ
た」（20）（豊川市立牛久保小学校）


















































『器楽教育』　1962 年 8 月号 
図 2「吹奏楽器のニュー・フェース　ピアノホーン」
『器楽教育』　1962 年 2 月号
図 3「学習効果 満点 ‼ の新製品　ピアニカ」
『器楽教育』1962 年 4 月号　
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図 4　「みんなに鍵盤楽器を ‼」
『器楽教育』1963 年 11 月号
図 5　「メロディオンのリードは抜群 ‼」
『音楽教育研究』1966 年 5 月号
図 6「幼稚園の鼓隊でも小学校低学年の合奏でも！」
『音楽教育研究』1967 年 8 月号
図 7「ハンディタイプな学習楽器」『音楽教育研究』
1969 年 9 月号
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1972 年 5 月号
図 9『音楽教育研究』




2  『 器楽教育 』は，1966 年 4 月から『 音楽教育研究 』
に改題され，発行元が日本器楽教育連盟から音楽之友
社に変更された。
3  『器楽教育』第 5 巻第 8 号，頁付けなし，1962
4  前掲書，第 7 巻第 8 号，頁付けなし，1964
5  例えば，ハーモニカ学習の弱点を取り上げた記事に『器
楽教育』第 6 巻第 1 号「特集　旋律楽器のつまづきとそ
の解決策は！」，pp. 6-7，同誌第 6 巻第 5 号「旋律楽器に
おける児童のつまづきとその対策」，pp. 22-23 などがある。
6  前掲書，pp. 19-20.
7  例外的に鈴木楽器のメロディオンのみ 1 頁全体が使用
されている。
8  ピアノホーンは 1963 年の時点で製造停止になっていた。
『器楽教育』第 6 巻第 11 号，p. 16 を参照。
9  『音楽教育研究』，第 5 巻第 4 号，頁付けなし，1962
10 前掲書，第 6 巻第 6 号，頁付けなし，1963
11 前掲書，第 18 号，頁付けなし，1967
12 M-25とA-27 には「 新 発 売」と書かれていないため
1966 年以前から作られていた可能性もある。
13 前掲書，第 16 号，頁付けなし，1967
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